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多数派集団の乳幼児を対象とする多文化共生保育の実態 

 

松 尾 由 美 
 

１．はじめに  

 

昨今の研究によれば、外集団に対する偏見やバイアスの発達は幼児期から始まっ

ており(Raabe & Beelmann, 2011)、幼児に対してもマイノリティ集団との共生や異文

化理解のための教育や介入などが必要であると考えられる。平成 29 年に改訂された

保育所保育指針(厚生労働省 , 2018)において、「第 2 章   保育の内容 4.保育の実施

に関して留意すべき事項  (1)保育全般に関わる配慮事項」の中で『オ 子どもの国

籍や文化の違いを認め、互いに尊重する心を育てるようにすること』とあり、多数

派集団に属する日本の幼児に対して、異文化理解や異文化の人に対する肯定的な態

度を育むための保育を行うことも求められている。  

しかしながら、これまでの保育者の主な関心は、少数派集団に属する外国にルー

ツを持つ子どもたちが適応的に園生活を送るにはどうしたらよいのかであり(e.g., 

安富 , 1993)、多数派集団に属する子どもたちの国際理解や多文化共生意識を育てる

多文化共生保育については、ほとんど注目されてこなかったように見える。三井ら

(2017)は我が国における多文化保育の政策・実践・研究を整理し、外国人住民の支

援としての多文化政策の充実だけではなく日本人住民への啓発も必要であること、

また、就学前教育・保育における多文化保育に関する方針や実態が不明瞭であり、

まずは現場の実態・ニーズを把握した上で、多文化保育推進のための方策の検討が

必要であることを主張している。  

そこで本研究では、幼児教育の現場では、多数派集団に属する日本の子どもたち

の国際理解・多文化共生の意識を高めるために実際にどのような取り組みが行われ、

日本の子どもたちと外国の人との関係に関してどのような困りごとを抱えているの

か、実態を明らかにすることを目的に、現役の保育者を対象に質問紙調査を行った。  

 

２．方法  

２．１ 対象者と手続き  

 幼稚園教諭及び小学校教諭を対象にした教員免許状更新講習において、さまざま

な背景をもつこどもの言葉の学びの支援に関する選択科目を受講した 84 名に調査

を依頼した。調査開始前に、調査の目的の他、調査への協力は強制でないこと、回
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答データは匿名化され適切に保管された後、破棄されることを口頭と文書で説明し

た上で、文書で調査参加への同意を確認した。同意を得られた場合のみ、調査への

回答を求めた。84 名の受講者中 83 名から研究協力の同意を得られた。さらに、現

在、幼稚園・保育所(園)、認定こども園、小学校に勤めていないと回答した 1 名と、
これまでに幼稚園・保育所 (園 )、認定こども園に勤めたことがあると回答しなかっ
た 12 名（うち無回答 3 名）を除いた 70 名を本研究の分析対象とした。  
 

２．２ 調査項目  

２．２．１ 回答者の属性  

 回答者に、年齢、教員・保育士として勤務した年数、幼稚園・保育所(園)・認定

こども園・小学校での現在の勤務の有無、勤務先の校種、担当学年等を尋ねた。ま

た、勤務先に外国にルーツを持つ子どもが在籍しているかどうか、在籍している場

合にはそのおおよその割合について回答を求めた。 

２．２．２ 日本の乳幼児を対象にした国際理解・多文化共生のための取り組み  

 日本の子どもを対象に国際理解・多文化共生の意識を高めるために、①様々な国

や民族の言葉に触れる機会、②様々な国や民族の文化に触れる機会、③様々な国や

民族の人に対して互いの違いを認め尊重し合う友好的な態度を育てたり、平等意識

を育てる機会、を設けているかどうかを「ある」・「なし」の 2 件法で尋ねた。②様々

な国や民族の文化に触れる機会の項目の作成にあたって、保育所保育指針解説(厚生
労働省 , 2018)の「第２章保育の内容 ４保育の実施に関して留意すべき事項  （１）
保育全般に関わる配慮事項 オ子どもの国籍や文化の違いを認め、互いに尊重する

心を育てるようにすること」の中で記載されている『外国籍の保護者に自国の文化

に関する話をしてもらったり、 遊びや料理を紹介してもらったりするなど、保育に
おいて子どもや保護  者が異なる文化に触れる機会をつくるといったことが考えら
れる(P.295)』を参考にした。各機会の内容の詳細は図 3～5 に示した。  

 さらに、回答者自身が担当するクラスの日本の子どもたちと外国にルーツのある

人たちとの関係において気になることや、それに対する園での対策や保育者として

心掛けていることについて、自由に記述するよう求めた。  

 

３．結果  

３．１ 回答者の属性  

 これまでに幼稚園・保育所 (園 )、認定こども園に勤めたことがあると回答し、分
析対象となった 70 名の平均年齢は 38.70 歳 (SD＝7.56)、教員・保育士としての平
均勤務歴 13.66 年(SD＝6.81)であった。最も多い勤務先は、公立・私立認定こども
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園(30 名)であり、続いて、公立・私立保育所・園(25 名)、公立・私立幼稚園(15 名)
であった(図 1 参照)。回答者が現在担当している学年の内訳を図 2 に示す。3 歳未
満児を担当していると回答した者は 28 名(39.44%)、3 歳以上児を担当していると回
答した者は 31 名(43.66％)であった。  
 

 
図１ 回答者の勤務先の内訳 (N＝70) 

 

 

図２ 回答者の担当している学年の内訳 (N＝70) 

 

３．２ 園に在籍する外国にルーツを持つ子どもの割合  

現在、回答者が勤務している幼稚園・保育所(園)・認定こども園に、外国にルー

ツを持つ子どもが在籍しているかどうか尋ねた。なお、本研究において、韓(2018)
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の定義に基づき、「外国にルーツを持つ子ども」とは、外国籍を有する子ども、母語

が日本語ではない保護者を持つ子ども、アイデンティティとして日本以外の国・民

族であるという自覚を持つ保護者の子どもを指すこととした。分析の対象となった

70名中 63名(90%)が勤務先に外国にルーツを持つ子どもが在籍していると回答した。

在籍していると回答した者に、園全体のおおよその在籍者の割合を尋ねたところ、

表 1 の通りとなった。  

 

表１ 回答者の勤務先に在籍している外国にルーツを持つ子どもの割合(N＝63) 

外国にルーツを持つ子どもの割合  回答者数 (%) 

1%未満  10 (15.87)

1～5％未満  31 (49.21)

5～10％未満  7 (11.11)

10％以上  8 (12.70)

無回答・その他  7 (11.11)

 

３．３ 園で日本の乳幼児が様々な国や民族の言葉に触れる取り組み  

 現在、回答者自身が担当するクラスの日本の子どもたちが様々な国や民族の言葉

に触れる機会があるかどうか尋ねた。結果の詳細を図 3 に示す。「外部講師から英語

を学ぶ」機会を設けているという回答が 44 名と最も多く(62.86%)、次いで「園の先

生が在籍している外国にルーツを持つ子どもやその保護者とその人の母語でやり取

りする姿を見る」機会がある(10 名、14.29%)、「在籍している外国にルーツを持つ

子どもの母語の歌を歌う」機会がある(5 名、7.14%)との回答が続いた。その他の取

り組みを行っていると回答した人は 0～2 名であり、ほとんどこのような機会が設け

られていないことがうかがえる。  

 

３．４ 園で日本の乳幼児が様々な国や民族の文化に触れる取り組み  

現在、回答者自身が担当するクラスの日本の子どもたちが様々な国や民族の文化

に触れる機会があるかどうか尋ねた。結果の詳細を図 4 に示す。「保育・教育の中に、

外国や他民族の遊び・行事・食事を取り入れ、外国・多民族の文化について学ぶ」

機会を設けていると回答した人が 9 名と最も多かった。保育所保育指針解説(厚生労

働省 , 2018)では、多文化共生保育の例として、『外国籍の保護者に自国の文化に関す

る話をしてもらったり、遊びや料理を紹介してもらったりする』ことなどを挙げて

いるが、「保護者からその国や民族の文化を学ぶ機会」を設けていると回答した人は

いなかった。  
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３．５ 園で日本の乳幼児の多文化共生意識を育てる機会  

現在、回答者自身が担当するクラスの日本の子どもたちが様々な国や民族の文化

に触れる機会があるかどうか尋ねた。結果の詳細を図 5 に示す。「自分とは異なる国

籍や民族の人と仲良く遊んだり交流する主人公が登場する絵本や本を先生が紹介す

る」機会を設けていると回答した人が 25 名と最も多い(35.71%)。続いて、同数で「他

の日本の子どもが外国にルーツを持つ人と仲良く遊んだり交流する姿を見る」「園の

教室等の壁面装飾で様々な国や民族の人がいることを伝える」機会を取り入れてい

ると回答した人が 13 名(18.57%)おり、「園や学校の先生が外国にルーツを持つ人と

協力する姿を見る(7 名、10.00%)」、「外部の外国にルーツを持つ人と交流する(6 名、

8.57%)」と続く。  

Martínez-Bello& Martínez-Bello(2017)は、幼児教育における視覚的表象によって伝

えられるメッセージの重要性を指摘した上で、壁面装飾の内容分析を行った。その

結果男女の人物がほぼ同じ割合で掲示されている一方で、障害を持つ人物や高齢者

が掲示されることはまれであることが示された。本研究の回答者の 2 割弱のみが「園

の教室等の壁面装飾で様々な国や民族の人がいることを伝える」機会があると回答

しており、Martínez-Bello& Martínez-Bello(2017)の内容分析と同様、壁面装飾を通じ

て社会の多様性への理解を深める機会は限定的であると考えられる。  

 また、自分と同じ内集団成員が外集団成員と友好的に交流する場面を目撃すること(代

理接触 vicarious contact)や、両者が友人関係にあることを知ること（拡大接触

extended contact)が、偏見低減に有効であることが示されている（Vezzali et al., 2014）。一

方で、絵本やテレビ番組などのメディアを通じた代理接触(例：セサミストリートのように外集

団成員との交流を描かれている絵本やテレビ番組を視聴する)は幼児を対象にした研究で

は知見が一貫しておらず(松尾 , 2018)、その有効性は不明瞭である。「自分とは異なる国

籍や民族の人と仲良く遊んだり交流する主人公が登場する絵本や本を先生が紹介す

る」機会を設けていると回答した人は 3 割強と他の取り組みと比べると多いものの、日本

の子どもたちの多文化共生意識を高めることに成功しているかどうかは疑問が残ると言わざ

るをえない。また、先生や他の友達が外国の人と協力したり、仲良く遊んだり姿を直接見るこ

とは、外国の人に対する肯定的な態度や多文化共生意識を育てることに有効であると期待

されるが、このような機会を取り入れていると回答した人は数少なかった。 
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2

2

2

2

2

2

100%

あ
な
無

 

N＝70) 

と  

がある

外国に

者と

態度を

日本の

取り組

おいて

講習を

あり、

め、デ

たとこ

問題は

でも同

問題が

持つ子

ある
ない
回答
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どもとその家族をどのように園で受け入れるかだけでなく、日本の子どもたちの多

文化共生意識をどのように育てればよいのかについても関心を高め、議論を深めて

いく必要があるだろう。  
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